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学
校
給
食
に
つ
い
て
、
旧
島
原
市
と
旧
有
明

町
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　

 

大
き
く
二
点
あ
り
、
一
つ
目
は
米
飯
の
炊
飯

方
式
で
、
旧
島
原
市
は
業
者
へ
の
委
託
炊
飯
、
旧

有
明
町
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
自
場
炊
飯
で
あ

る
。
二
つ
目
は
給
食
費
の
徴
収
方
法
で
、
旧
島
原

市
は
口
座
振
替
、
旧
有
明
町
は
自
治
会
で
の
集
金

で
あ
る
。

　
　
米
飯
の
炊
飯
方
式
の
違
い
に
よ
る
差
を
改
善
す

る
よ
う
求
め
て
い
た
が
、
計
画
は
で
き
た
の
か
。

　
　

旧
島
原
市
内
に
も
う
一
カ
所
炊
飯
施
設
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
施
設
や
設

備
、
雇
用
な
ど
の
多
く
の
問
題
点
が
絡
ん
で
く
る

た
め
、
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
配
送
業

務
に
係
る
経
費
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
勘
案

し
、
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
現
庁
舎
を
取
り
壊
し
、
市
役
所
業
務
を
五
カ

所
へ
二
年
間
分
散
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
に

不
便
と
混
乱
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
思
う
が
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
の
皆
様
に
は
御
不
便
を
お
か
け
す
る
面

が
あ
る
と
思
う
が
、
窓
口
部
局
を
ま
と
め
て
配
置

し
て
対
応
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
二
十
三
年
度
、
二
十
四
年
度
の
収
支
不
足
の

た
め
、
本
年
三
月
に
一
般
会
計
か
ら
五
億
円
を
繰

り
入
れ
た
が
、
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

　
　

二
十
五
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
年

度
の
医
療
費
の
動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら
詳
細
な

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
現
在
三
十
万
円
以
上
の
高
額
医
療
は
市

町
村
国
保
が
都
道
府
県
単
位
で
の
共
同
事
業
で
行

っ
て
い
る
が
、
二
十
七
年
度
以
降
は
一
円
以
上
の

す
べ
て
の
医
療
費
に
拡
大
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
国
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
の

動
き
も
あ
り
、
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
対
応
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
監
査
報
告
書
で
、
随
意
契
約
や
一
社
だ
け
の

見
積
も
り
業
者
と
す
る
理
由
が
不
明
確
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
改
善
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ら
の
理
由
は
明
確
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
、
適
正
な
契
約
事
務
の
遂
行
の
た
め
、
研
修

会
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
も
さ
ら

な
る
指
導
の
徹
底
を
し
て
い
く
。

　
　
物
産
流
通
対
策
本
部
長
の
就
任
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　
　

民
間
経
験
者
を
四
月
か
ら
採
用
し
、
本
部
長

に
就
任
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
経
験
を
生
か
し
て

島
原
の
農
畜
水
産
物
や
加
工
品
等
の
、
全
国
の
百

貨
店
や
ス
ー
パ
ー
等
と
の
直
接
取
引
量
拡
大
を
目

指
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
　
島
原
商
工
会
議
所
青
年
部
が
取
り
組
ん
で
い

る
①
し
ま
ば
ら
百
貨
帳
、
②
し
ま
ば
ら
よ
か
も
ん

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

　
　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
若
者
向
け
の
販
路

拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。
②
青
年
部
が
商
店
街
の
「
ま
ち
の
お
休
み

処
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
島
原
の
良
質
な

産
品
の
紹
介
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

　
日
本
経
済
新
聞
社
が
行
な
っ
た
、
透
明
度
、

効
率
化
・
活
性
化
度
、
市
民
参
加
度
、
利
便
度
を

要
素
と
し
た
行
政
運
営
の
経
営
革
新
度
調
査
で
、

本
市
は
全
国
七
百
八
市
区
中
、
六
百
九
位
で
あ
っ

た
。
こ
の
結
果
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

情
報
公
開
、
透
明
度
は
大
い
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
上
位
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
建
設
に
際
し
て
は
①
利
便
性
、
②
拠
点
性
、

③
経
済
性
、
④
実
現
性
の
視
点
が
必
要
だ
が
、
ど

う
配
慮
し
て
い
る
か
。

　
　

①
現
在
地
周
辺
は
市
の
中
心
部
で
あ
り
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
官
公
庁
が
集
中
し
、
交
通
ア
ク
セ

ス
も
よ
い
。
②
耐
震
対
策
に
力
を
入
れ
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
行
政
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す

る
。
③
太
陽
光
や
湧
水
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
入
れ
た
い
。
④
有
利
な
交
付
税
措
置
が
あ

り
、
一
般
財
源
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
障
害
が
少

な
い
、
早
期
着
工
が
で
き
る
よ
う
な
範
囲
で
進
め

た
い
。

　
　
①
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
説
明
、
②
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
は
具
体
的
な
設
計
が
発
注
者
と
の
共

同
作
業
で
行
わ
れ
る
の
で
、
市
民
の
意
見
を
反
映

し
や
す
い
方
式
だ
と
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

　
　

①
設
計
対
象
に
対
す
る
発
想
、
解
決
方
法
等

の
提
案
を
審
査
し
、
設
計
者
を
選
定
す
る
方
式
で

あ
る
。
②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
長
を
囲
む

懇
談
会
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
そ
う
い
う
形
で
進
め
て
基
本
設
計
を
策
定
す

る
形
に
な
る
と
思
う
。
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物
産
流
通
対
策
に
つ
い
て

行
政
運
営
の
革
新
度
に
つ
い
て

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
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画
に
つ
い
て

国
保
財
政
に
つ
い
て

契
約
に
つ
い
て


